
要
求
の
始
ま
り

１
９
８
９
年
６
月
に
結
成
さ

れ
た
年
金
者
組
合
堺
支
部
。

す
ぐ
に
、
堺
市
に
要
求
書
を

提
出
。
そ
の
中
に
、
「
高
齢
者

に
南
海
バ
ス
の
無
料
パ
ス
を
」

と
要
求
し
、
す
で
に
実
施
し
て

い
た
他
市
の
資
料
を
取
り
寄
せ
、

陳
情
書
を
提
出
し
続
け
ま
し
た
。

９
７
年
、
幡
谷
市
長
に
「
高

齢
者
に
南
海
バ
ス
の
『
優
待
乗

車
証
』
を
支
給
し
て
く
だ
さ
い
」

と
23
団
体
で
陳
情
書
を
提
出
。

「
趣
旨
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
」

と
の
丁
重
な
対
応
で
し
た
。

（
当
時
、
組
合
員
は
３
２
９
名
）

初
め
て
の
回
答

２
０
０
４
年
に
提
出
し
た
陳

情
書
で
、
堺
市
は
初
め
て
「
高

齢
者
の
外
出
支
援
・
社
会
参
加

を
促
す
と
と
も
に
、
公
共
交
通

利
用
促
進
を
図
り
バ
ス
利
用
の

活
性
化
を
目
的
に
、
平
成
16
年

度
に
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を

対
象
と
し
て
、
南
海
バ
ス
運
賃

を
１
乗
車
１
０
０
円
と
す
る
高

齢
者
社
会
参
加
促
進
検
証
事
業

の
試
行
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、

こ
の
事
業
を
着
実
に
実
現
し
、

そ
の
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
が
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
回
答
し
た
の
で
す
。

（
組
合
員
５
２
３
名
で
堺
北

２
５
８
名
と
と
堺
南
３
２

９
名
に
分
割
）

陳
情
を
続
け
る

２
０
０
５
年
以
降
も
、
お
で

か
け
応
援
バ
ス
の
拡
充
に
つ
い

て
陳
情
を
続
け
ま
し
た
。
６
年

に
は
、
利
用
日
は
５
、
10
日
の

五
・
十
日
と
な
り
ま
し
た
。

ご

と

び

１
３
年
に
、
「
毎
日
乗
れ
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
陳

情
。

そ
れ
に
対
し
、
「
お
で

か
け
応
援
バ
ス
の
効
果
検
証
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
方
の
う
ち
、
お
も
に

土
日
祝
日
に
外
出
し
て
い
る
と

回
答
し
た
人
は
少
な
く
、
お
も

に
平
日
に
外
出
し
て
い
る
、
特

に
決
め
て
い
な
い
と
回
答
し
た

方
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、

こ
う
し
た
高
齢
者
の
外
出
動
向

な
ど
を
踏
ま
え
、
平
成
25
年
度

７
月
よ
り
、
祝
休
日
及
び
年
始

を
除
く
月
～
金
曜
日
と
し
て
お

り
ま
す
。
お
で
か
け
応
援
バ
ス

の
毎
日
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
で
か
け
応
援
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ

化
と
合
わ
せ
て
実
施
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
利
用
状
況
や
公

費
負
担
な
ど
を
踏
ま
え
、
実
施

に
向
け
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
」
と
の
回
答
で
し
た
。

よ
う
や
く
実
現

１
５
年
11
月
、
65

歳
以
上
の
人
は
、
お

で
か
け
応
援
バ
ス
で

最
初
に
１
０
０
０
円

を
払
い
、
毎
回
１
０

０
円
で
乗
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

２
１
年
３
月
、
堺

市
全
体
で
、
お
で
か

け
応
援
カ
ー
ド
の
保

有
状
況
は
、
約
７
割

で
、
７
割
の
高
齢
者

が
利
用
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

原

圭
治

☆
新
金
岡
に
住
ん
で

い
る
私
は
、
お
で
か

け
応
援
バ
ス
は
、
と
て
も
あ
り

が
た
い
で
す
。
女
性
セ
ン
タ
ー

の
カ
ル
チ
ャ
ー
に
通
う
時
や
堺

東
に
買
い
物
に
出
か
け
る
時
に

利
用
し
て
い
ま
す
。
削
減
さ
れ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

住
谷
幸
代

☆
ハ
イ
キ
ン
グ
で
近
鉄
線
に
乗

る
と
き
、
河
内
松
原
ま
で
百
円

で
行
け
る
バ
ス
は
あ
り
が
た
く
、

み
ん
な
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

原
田
知
子

１ 北のもず 第69号 2022年2月18日

全日本年金者組合大阪堺北

堺区北花田口町３－１－15

東洋ビル３Ｆ ℡221-8384

連絡先 林 洋司 080-3805-1954

nfo@kitanomozu.main.jp

おでかけ応援カードの

保有状況
（２０２１年３月現在）

対象者総数 ２３４６９８名

カード保有者 １６３９５６名

保有率 ６９．９％

11月27日の集会で松永健治さんが提案

私
は
維
新
を
除
く
全
会
派
の
良
識
あ
る
判

断
で
否
決
し
た
今
回
の
本
会
議
を
傍
聴
し
ま

し
た
。

維
新
政
治
は
、
自
治
体
の
財
政
危
機
を
こ

と
さ
ら
吹
聴
し
、
市
民
の
危
機
感
を
あ
お
り
、

身
を
切
る
改
革
と
称
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

切
り
捨
て
る
政
治
手
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
の
最
大
の
責
務
は
「
住
民
福
祉
の

増
進
」
。
今
回
は
市
民
の
声
が
議
会
を
動
か

し
た
と
感
じ
ま
し
た
。
次
は
、
住
民
が
維
新

府
市
政
の
身
を
切
る
改
革
の
実
像
に
気
づ
き
、

本
来
の
自
治
体
を
取
り
戻
す
番
だ
と
。

支
部
長

林
洋
司

市
民
の
声
が

議
会
本
来
の
役
割
を
果
た
さ
せ
た

３月のおしゃべりカフェ

３．11 原発事故の真相を追う新聞記者を中心に、
政権と市井の人の姿を対比させ、当時の状況を
リアルに再現する

太 陽 の 蓋
３月２日(水) 10～12時
市民センター２Ｆ

映画代無料 お茶・菓子代100円

市政テェック学習会で松永さん

（公共交通を考える会）が報告



通
院
の
足
を
守
っ
た
！

☆
応
援
バ
ス
の
改
悪
ス
ト
ッ

プ
。
市
民
の
声
が
勝
っ
た
。

本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
通
院
な
ど
で
バ
ス
利

用
が
か
か
せ
な
い
私
に
と
っ

て
、
交
通
費
は
と
て
も
負
担

が
大
き
い
で
す
。
こ
の
制
度

実
現
に
年
金
者
組
合
の
み
な

さ
ん
の
永
年
の
粘
り
強
い
運

動
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、

絶
対
に
守
り
育
て
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
声
を

無
視
し
続
け
る
維
新
市
政
を

注
視
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

橋
本
照
世

住
ん
で
良
か
っ
た
堺
市

気
付
け
ば
人
生
の
最
終
章
、

78
歳
自
称
自
由
人
。
元
気
だ

ね
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
実

は
そ
う
で
は
な
い
。
何
か
と

劣
等
生
、
自
由
人
ら
し
く
自

分
の
こ
と
は
自
分
で

召
さ

れ
る
そ
の
時
ま
で
や
り
た
い
。

元
気
で
楽
し
く
。
百
円
バ
ス

感
謝
し
て
ま
す
。
65
歳
以
上

い
つ
ま
で
も
続
け
て
く
だ
さ

い
。
年
を
重
ね
た
人
達
を
元

気
に
。
堺
市
の
宝
で
す
。

徳
丸
ト
モ
エ

☆
わ
た
し
は
、
65
歳
に
な
り
、

お
出
掛
け
応
援
バ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
手
に
し
て
直

ぐ
に
、
堺
東
ま
で
出
か
け
ま

し
た
。
座
席
に
座
っ
て
周
り

を
見
渡
す
と
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
、
同
じ
パ
ス
を
手
に
し

て
い
ま
し
た
。
浸
透
し
て
い

る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

最
近
、
こ
の
パ
ス
は
、
北
区

の
年
金
者
組
合
の
運
動
か
ら

始
ま
っ
て
獲
得
し
た
も
の
な

の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
高
齢
に
な
る
と
、
車

を
運
転
す
る
こ
と
が
む
ず
か

し
く
な
り
、
パ
ス
は
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
も
含
め
、

公
共
交
通
機
関
の
充
実
な
し

に
は
、
高
齢
者
の
豊
か
で
自

由
な
活
動
は
保
証
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
権
利
を
大
事
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
井
尚
子

コ
ロ
ナ
禍
で
不
自
由
な
生

活
を
強
い
ら
れ
る
毎
日
に
少
々

イ
ヤ
気
が
さ
し
て
い
る
こ
の

頃
だ
が
、
考
え
れ
ば
雇
い
止

め
や
閉
店
、
倒
産
等
で
失
業

を
余
儀
な
く
さ
れ
厳
し
い
生

活
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
方

を
思
う
と
心
が

痛
む
。

そ
の
点
、
年

金
で
生
活
で
き

て
い
る
我
が
身

は
ま
だ
恵
ま
れ
て
い
る
と
言

う
べ
き
か
。

し
か
し
、
自
動
車
運
転
免

許
を
返
上
し
生
活
の
不
便
さ

に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
極
端

に
狭
く
な
っ
た
行
動
範
囲
が

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
意
欲

の
減
退
を
来
す
こ
と
に
も
閉

口
し
て
い
る
。

好
き
だ
っ
た
絵
を
描
く
こ

と
も
、
書
の
筆
を
と
る
こ
と

も
、
何
か
億
劫
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
の
頃
だ
が
、
今
唯

一
救
っ
て
く
れ
て
い
る
の
が

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
あ
る
。

週
３
回
町
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
体

を
動
か
し
て
い
る
。
加
え
て
、

終
了
後
は
当
日
の
結
果
を
パ

ソ
コ
ン
に
入
力
。
月
間
、
年

間
の
ま
と
め
作
業
も
伴
い
、

結
構
や
る
こ
と
が
あ
る
。
楽

し
み
な
が
ら
続
け
て
い
る
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
は
味
わ
え
な
い
楽

し
み
も
あ
る
。

し
か
し
、
悩
み
は
仲
間
の

高
齢
化
と
会
員
の
減
少
で
あ

る
。

田
中
武
司

１
月
11
日
、
エ
ル
大
阪
で
、

府
本
部
の
新
春
の
つ
ど
い
が

あ
り
、
松
野
迅
さ
ん
の
バ
イ

オ
リ
ン
を
聞
き
ま
し
た
。
ピ

ア
ノ
伴
奏
も
な
く
、
全
く
の

「
ひ
と
り
弾
き
」
、
柔
ら
か

い
語
り
口
で
の
曲
に
ま
つ
わ

る
お
話
も
素
敵
で
し
た
。

バ
ッ
ハ
の
組
曲
は
圧
巻
で

し
た
。
パ
ッ
カ
サ
リ
ア
、
ユ
ー

モ
レ
ス
ク
、
鳥
の
歌
、
シ
ン

ド
ラ
ー
の
リ
ス
ト
、
日
本
の

古
謡
と
、
変
化
に
富
ん
だ
バ

イ
オ
リ
ン
ソ
ロ
演
奏
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
ッ
カ
サ
リ
ア
は
、
ソ
・

フ
ァ
・
ｂ
ミ
・
レ
の
４
音
だ

け
で
変
奏
が
華
麗
に
く
り
広

げ
ら
れ
て
い
き
驚
き
ま
し
た
。

シ
ン
ド
ラ
ー
の
リ
ス
ト
は
、
、

哀
愁
に
満
ち
た
メ
ロ
デ
ィ
で
、

昔
見
た
映
画
が
甦
り
ま
し
た
。

ユ
ダ
ヤ
民
族
に
伝
わ
る
ク
レ

ズ
マ
ー
音
楽
が
基
調
に
あ
る

そ
う
で
す
。
美
し
い
音
色
に

聞
き
入
り
ま
し
た
。

ど
の
曲
も
、
民
族
を
大
切

に
さ
れ
、
編
曲
・
演
奏
さ
れ

て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

坂
本
多
美
子

北のもず 第69号 2022年2月18日 2

日
頃
、
組
合
員
の
み
な
さ

ん
に
は
組
合
費
納
入
に
つ
き
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
費
は
、
共
済
・
厚
生

年
金
の
方
は
、
年
金
月
額
の

０
・
４
％
（
最
高
額
９
０
０

円
）
、
国
民
年
金
・
無
年
金
、

受
給
年
齢
に
達
し
て
い
な
い

方
は
、
月
額
２
０
０
円
と
機

関
紙
代
１
０
０
円
を
納
入
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

組
合
費
の
う
ち
、
半
額
は

府
本
部
・
中
央
に
上
納
し
、

残
っ
た
半
額
で
支
部
の
活
動
・

行
事
な
ど
の
諸
費
用
を
賄
っ

て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

財
政
担
当

岡
井
秀
生

厚生労働省は1月21日、2022年度の公的年金額を

0.4％引き下げると発表しました。安倍・菅・岸田

の自公政権10年間で、6.6％削減です。

コロナオミクロン株による爆発的な感染拡大の

もと、燃料高騰による物価高が続き、高齢者にとっ

て生活不安が大きくのしかかってくるもとでの年

金削減は絶対に許すことはできません。「削減あ

りき」の現行の仕組みの欠陥は明らかです。

1月から取り組んでいる100万筆新年金署名の請

願項目「年金引き下げの仕組みであるマクロ経済

スライドは廃止すること」が不可欠です。組合員

のみなさん 怒りを新年金署名にぶつけましょう。

一人５筆目標です。 支部長 林洋司

美しい音色が響き渡り…
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先月の続きで毛細血管のお話です。

冬または夏でも冷房によって起きるいわ

ゆる「冷え性」。

この冷え性とは、末梢の毛細血管が収縮し、血

流が滞ることで温かい血液が手足の先まで届かず

に冷えてしまう状態のこと。冷え性を放置してお

くと、血管がさらに硬くなって老化が進み、血圧

異常の危険も。冷え性の改善で毛細血管の若返り

を図りましょう。

・良眠の工夫を。

入眠前に足が冷えてなかなか寝付けない時、バ

ケツに足首が浸かる程度の湯で10分～15分程度の

温足浴をする。この場合、寝る前に熱湯を用意し

ておいて、追加湯の準備を。また、足先を布団か

ら出して、レッグウォーマーや、古い靴下をかか

と部分から切り離した自家制保温靴下を着用する。

これらは、熱くなりすぎて汗をかいてしまうこと

がないため足が蒸れにくく、足首を温めることで

冷えを防ぎ、眠りにつきやすくなる。

・手指がいつも冷たい人。

42度程度の湯と冷水の二つのバケツを用意して、

交互に手を浸す。これを15分間何度か繰りかえす。

湯が冷めたら追加湯して。あとはしっかり皮膚表

面を乾いたタオルで拭き取る。

・食事も大事

ビタミンE（ウナギ、アーモンド）、ビタミンC

(かんきつ類、緑黄色野菜）、ビタミンB1（豚肉、

大豆）、パントテン酸（レバー、大豆）、良質の

タンパク質（大豆製品、魚）などは、体を温め、

血行をよくする。

・編み物や切り絵、絵手紙、それに料理や楽器な

どで指をこまめに動かすことは、脳神経を刺激し

脳細胞の血管を鍛えることにつながる。

今年の干支は寅。悠然と構えて広い範囲を見通

すトラにならい、あたふたすることなく、できる

ことから始めましょう。

山本 美登利

他県から転入して早二年が

経ち、皆様の温かいお心に触

れ、出会いを大切にこれから

の人生を、楽しみたいと思っ

ています。

今井万紗子（東三国丘校区） 金森 丸人（金岡校区）

Q Rコードで「北のもず」がご覧いただけます。

アドレス kitanomozu.main.jp からも

アクセスできます。カラーできれいですよ！

２０２２年

２月・ ３月

日程表

日 行 事 場 所 時 間

２/２８（月） ｢北のもず」原稿締切

３/２（水） おしゃべりカフェ・映画 市民センター １０：００

１０（木） ｢北のもず」校正会議 １８：３０

１１（金） 三役会議 市民センター ９：３０

１１（金） 重税反対全国統一行動

１５（火） 支部委員会 市民センター １４：００



 
 
 

 

北堺パソコンの会 原則、第 1 第 2木曜日 

3 月 3 日（木）10:00～17：00 

（午前：講座、午後：相談会） 

3 月 10 日（木）10:００～17：00 

会場：大泉いこい荘 北区新金岡町４丁４番 

会費：１回ごとに 300 円 定員：30 名 

※初参加の方、事前に連絡をください。 

連絡先：竹本 253-5133 

カラオケサークル  ※必ずマスクを!! 

3 月 16 日（水）午後 2 時～5 時 

会場：堺東ジャンカラ（今回） 

※お店引っ越しの予定の為！ 

連絡先：飛谷 090-4496-7353 

おきがる料理の会  原則第３月曜日 

3 月 21 日（月） ９時～１２時 

会場：サンスクエア堺  会費：５００円 

会員で欠席の方は必ず連絡ください。（材料 

購入の為）※新会員をお待ちしています。 

連絡先：竹本 253-5133 

ヘルシークッキングの会 

3 月 15 日（火） ９時～１２時 

会場：サンスクエア堺  会費：５００円   

※初参加の方と会員でキャンセルの方はご連絡く

ださい。 ※エプロンと頭巾持参 

連絡先：速水 253-6662 090-9166-9944 

うたごえサークル  ※必ずマスクを!! 

3 月 19 日（土）午後 2 時〜4 時 

会場：サンスクエア堺Ｂ棟地下第 5 会議室 

参加費 200 円  お茶を用意しています 

連絡先 飛谷 090-4496-7353 

囲碁サークル   原則、第 2 第 4 火曜日 

3 月 15 日（火）２9 日（火） 

  午後 1 時から 5 時 

会場：新金岡市民センター 会費：1００円  

連絡先 小林：227-7036 

折り紙の会     

3 月 23 日（水）午後１時３０分～ 

会場：桜井さん宅 会費：２００円 

集合：南海バス 堺市駅南口 11 時 

※用具と折り紙など、全て用意しています。 

連絡先 森 237-9456 

絵手紙の会   原則、第 2 水曜  

3 月９日（水）午前 9 時～12 時 

会場：サンスクエア堺 会費：200 円 

 連絡先 寺崎 287―2473 

 
 
 
 
 

そてつ読書会    原則、第４水曜  

◎当分休止です。 

連絡先 尾田 255－1672 

お菓子をつくる会  

２月はありません。 

連絡先：吉田：090-8213-8216 

ハイキング    月会費：１００円 

３月 13 日（日） 中山寺奥の院 8Km 

集合：阪急梅田駅 3 階改札口 8 時 30 分 

  中山観音下車→中山寺奥の院→清荒神 

4 月３日（日）  琵琶湖疎水 8Km 

集合：京阪淀屋橋駅改札口 ８時３０分 

  三条→浜大津→三井寺→山科 

※当日の朝６時現在の天気予報で、降水確 

率 50％以上の時は中止します。 

連絡先：坂本 090-2702-6336 

歴史散歩  3月４日（金）参加費：100 円 

萩天から初芝 日置荘の歴史を訪ねて 

 歩行距離 約 3.5km 

集合： 南海萩原天神駅前 10 時  

 昼食：初芝駅周辺で予定 ※雨天中止！ 

連絡先：岡井 253-9079 090-9710-9079 

北堺卓球クラブ  金岡体育館（大体育室）  

3 月 3 日（木）午後 1 時～ 3 時 

3 月 31 日（木）午後 3 時～ 5 時 

※遅刻、欠席は１０分前迄に必ず連絡を！ 

連絡先：速水 253-6662  090-9166-9944 

消しゴム版画を楽しむ会 会費：２００円 

3 月 28 日（月） 午後 1 時半～３時半 

会場：やわらぎ荘 

材料、道具は用意します。彫刻刀あれば持参を 

連絡先：小林 090-5659-4135 

川柳の会   原則、第２土曜日 

3 月 12 日（土）午前１０時～１２時 

場所：ともの家「なごみ」百舌鳥赤畑町 4-305 

中沢マンション１０１号  会費：２００円 

連絡先：堀西 090-2111-9794 

年金麻雀の会 原則、第 2 木曜、第 4 水曜 

３月 10 日（木） 午後１時～５時 

３月 2３日（水） 午後１時～５時 

会場：新金岡市民センター 

※初参加の方は事前に連絡ください。 

連絡先：吉岡：090-3724-2974 

※ 中止になる場合もあります。参加者
は、必ず各サークルへご確認ください。  
※必ずマスクを着用して参加ください。 

堺３支部 2022年３月のサークル情報  






